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1. 「生命（いのち）の安全教育」の趣旨・目標 

 趣旨 

 性犯罪・性暴力対策の強化 

性犯罪・性暴力は、被害者の尊厳を著しく踏みにじる行為であり、決して

ゆるされないものです。 

政府は、令和２年６月「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」（性犯罪・性暴力

対策強化のための関係府省会議決定）を策定し、令和２年から令和４年まで

を性犯罪・性暴力対策の「集中強化期間」として対応を強化してきましたが、

これまでの取組の継続・強化のため、令和５年３月「性犯罪・性暴力対策の更

なる強化の方針」を策定し、令和５年度から令和７年度までの３年間を「更な

る集中強化期間」と位置付けたところです。この中において「生命（いのち）

の安全教育」の取組を推進することが掲げられています。 

また、令和 5 年 7 月には「こども・若者の性被害防止のための緊急対策パ

ッケージ」がとりまとめられ、この中では「生命（いのち）の安全教育」につい

て、これまでの取組を加速させ、全国展開を推進することとしています。 

 
 

 生命（いのち）の安全教育 

性犯罪・性暴力を根絶していくためには、加害者にならない、被害者にな

らない、傍観者にならないための教育と啓発を行っていくことが必要です。   

そのためには、子供たちに、そして、社会に、①生命（いのち）の尊さや素

晴らしさ、②自分を尊重し、大事にすること（被害者にならない）、③相手を

尊重し、大事にすること（加害者にならない）、④一人一人が大事な存在であ

ること（傍観者にならない）というメッセージを、強力に発信し続けることが

重要です。 

文部科学省では、子供たちを性暴力の加害者、被害者、傍観者にさせない

ための「生命（いのち）の安全教育」を推進しています。 
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2. 「生命（いのち）の安全教育」教材・手引き 

 教材・手引きの概要 

令和３年４月、文部科学省は内閣府と連携し、「生命（いのち）の安全教育」

の教材及び指導の手引きを作成しました。この教材は、児童生徒等の発達の

段階や学校の状況を踏まえ、各学校の判断により、教育課程内外の様々な

活動を通じて活用することができます。 

また、教材の内容については各学校や地域の状況等に応じて、適宜内容

の加除や改変を行った上で使用していただくことができます。 

 

文部科学省ホームページ：「生命（いのち）の安全教育」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html 

 

 

 目標 

指導の手引きでは、「生命（いのち）の安全教育」の目標を「性暴力の加害

者、被害者、傍観者にならないようにするために、生命の尊さを学び、性暴

力の根底にある誤った認識や行動、また、性暴力が及ぼす影響などを正しく

理解した上で、生命を大切にする考えや、自分や相手、一人一人を尊重する

態度等を、発達段階に応じて身に付ける。」こととしています。 
 

 各段階におけるねらい（概要） 

生命（いのち）の安全教育を推進し、また、学校教育全体で性暴力防止に

向けた取組を進めることで、各段階において、以下に示すねらいを達成する

ことを目指すものとする。 

段階 ねらい（概要） 

幼児期 幼児の発達段階に応じて自分と相手の体を大切にできるようになってい

く。 

小学校 低・中学年 自分と相手の体を大切にする態度を身に付けることができるようにする。

また、性暴力の被害に遭ったとき等に、適切に対応する力を身に付けるこ

とができるようにする。 

高学年 自分と相手の心と体を大切にすることを理解し、よりよい人間関係を構築

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html
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する態度を身に付けることができるようにする。また、性暴力の被害に遭っ

たとき等に、適切に対応する力を身に付けることができるようにする。 

中学校 性暴力に関する正しい知識を持ち、性暴力が起きないようにするための考

え方・態度を身に付けることができるようにする。また、性暴力が起きたと

き等に適切に対応する力を身に付けることができるようにする。 

高等学校 

 

性暴力に関する現状を理解し、正しい知識を持つことができるようにする。

また、性暴力が起きないようにするために自ら考え行動しようとする態度

や、性暴力が起きたとき等に適切に対応する力を身に付けることができる

ようにする。 

特別支援学校 障害の状態や特性及び発達の状態等に応じて、児童生徒等が、性暴力につ

いて正しく理解し、適切に対応する力を身に付けることができるようにす

る。 
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3. 事例案 

次のページから、学校種等（幼児期、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校）ごとに、事例

案を掲載しています。 
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I. 幼児期 
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学校種等 内容 学年 

Ⅰ.幼児期 b.プライベートゾーン ４歳児、５歳児 

事例案① プールの前に自分の体の大事な部分を知ろう 

 取組の概要 

 ４歳児、５歳児を対象に、プールの開始前や健康診断等のタイミングに合わせて、プ

ライベートゾーンについて指導。 

 

 実施体制 

 学級担任が中心となり実施。 

 

 幼稚園教育要領等の主な関連箇所 

 幼稚園教育要領 

第 2 章 ねらい及び内容 

健康〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕 

１ ねらい 

（１）明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 

（２）自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。 

（３）健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。 

2 内容 

（10）危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 

第 2 章 ねらい及び内容並びに配慮事項 

第３ 満３歳以上の園児の教育及び保育に関するねらい及び内容 

 ねらい及び内容 

 健康 

〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕 

１ ねらい 
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(1) 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 

(2) 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。 

(3) 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。 

2 内容 

（10） 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 保育所保育指針 

第 2 章 保育の内容 

３ ３歳以上の保育に関するねらい及び内容 

(2) ねらい及び内容 

ア 健康 

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。 

(ｱ) ねらい 

① 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 

② 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。 

③ 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。 

(ｲ) 内容 

⑩ 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 目標・主な学習内容 

目標 主な学習内容 

 水着で隠れる部分や口・顔等は、大事な部

分であることを理解する。 

 生命（いのち）の安全教育に係る教材を使

用して、プライベートゾーンは自分だけの

大事なところであること、そのため、人に

見せたり触らせたりしないこと、触られた

場合には信頼できる大人に相談すること

等を指導。 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 
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生命（いのち）の安全教育の 

動画教材（幼児期向け） 

 動画の内容が幼児の実態に適しているかどうか、

必要以上に不安感を与えないかどうか等を確認す

るため、事前に確認した上で使用。 

 

【動画の一例】 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

 文部科学省の教材のうち幼児期向け

の動画（全体版）を視聴。 

 幼児へ過剰に不安感を与えないため

に、自然な雰囲気の中で実施。 

 幼児期は人への安心感・信頼感を培う

時期であるため、人への過剰な警戒心

を抱かせないよう配慮。 

 発達が緩やかな幼児に対しては、適宜

フォローを実施。 

（事後） 

 降園時等に保護者にプライベートゾー

ンに係る指導を実施したこと等を共

有。 

- 

 

 取組の評価 

 幼児同士が臀部を出してふざけているシーンがあり、「水着で隠れるところは、大

事なところは、大事なろころだったよね」と声を掛けると、動画の内容を思い出し、

幼児が行動を改める姿が見られた。 

 取組後、「大事なところだから触るのはダメ」といった幼児の発言が見られた。 
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 参考情報 

（取組における工夫） 

 性被害に関するニュースがあった際には、朝会で教職員に情報提供。 

（地域における連携） 

 地域の他園と「生命（いのち）の安全教育」に関する取組について情報共有。 

（保護者との連携） 

 取組実施後に、幼児が家庭で話題にできるよう保護者に働きかけを実施。 

 幼児が本内容について家庭で話題にした際の保護者の適切な対応を依頼。 
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学校種等 内容 学年 

Ⅰ.幼児期 
a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 
５歳児 

事例案② 誰にでもある大切なものを知ろう 

 取組の概要 

 ５歳児を対象に、自分と友達の体の大切さに気付くことができるよう、動画教材を

視聴した後、話し合いを実施。 

 地域の教育委員会が公表する生命（いのち）の安全教育に関する指導の手引きに

則って取組を実施。 

 

 

 実施体制 

 学級担任が中心となり実施。 

 学識経験者から助言をもらいながら、数回にわたり研修会等を実施。 

 

 幼稚園教育要領等の主な関連箇所 

 幼稚園教育要領 

第 2 章 ねらい及び内容 

健康 〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕 

1 ねらい 

(1)明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう。 

(2)自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする。 

(3)健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け、見通しをもって行動する。 

 

2 内容 

(10)危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 
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第 2 章 ねらい及び内容並びに配慮事項 

第３ 満３歳以上の園児の教育及び保育に関するねらい及び内容 

 ねらい及び内容 

 健康 

〔健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。〕 

１ ねらい 

(1) 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 

(2) 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。 

(3) 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。 

2 内容 

（10） 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 保育所保育指針 

第 2 章 保育の内容 

３ ３歳以上の保育に関するねらい及び内容 

(2) ねらい及び内容 

ア 健康 

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつくり出す力を養う。 

(ｱ) ねらい 

① 明るく伸び伸びと行動し，充実感を味わう。 

② 自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする。 

③ 健康，安全な生活に必要な習慣や態度を身に付け，見通しをもって行動する。 

(ｲ) 内容 

⑩ 危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。 

 

 

 目標・主な学習内容 

目標 主な学習内容 

自分と他者（友達）の大切なところ（プラ

イベートゾーン）を認めて守る。 

「何か嫌だな」と感じたら、「やめて」と言

える気持ち（勇気）を育む。 

 

園が作成した動画を使用して、プライベー

トゾーン等について指導。 
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 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

園が作成した動画 

 

 登場するキャラクターは身近な虫や小動物であり、子供も

大人も安心して視聴可能。視聴しながら、「自分の体の大切

さ」「他人の体の大切さ」「不快な時にはやめて！」「大切な

存在に気付く」等について学べる内容にしている。 

 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

保護者向けの、配布物により取組内容を周

知。 

- 

 

① 園が作成した動画を視聴。 

② 視聴後に、動画について幼児同士で話し合

う。理解度によって、適宜ロールプレイング

も追加。 

③ 振り返りを実施。 

 幼児からの意見が出やすいよう

に、10 名程度で実施。 

 行動が気になる幼児には職員が

フォロー。 

 幼児からの発言が、生命（いのち）

の安全教育から逸れてしまう可

能性がある。その際は幼児から出

た、発言を否定せずに話題を戻す

よう工夫。 

 保護者を対象に動画についてのアンケート

を実施。 

‐ 

 

 取組の評価 

 保護者向けのアンケート調査では、幼児の変化等を感じるとの回答があった。 

 ５歳児が動画のストーリーの続きを自分達で考え、紙芝居を作り、４歳児に読み聞

かせた。自分を大切にすることや「やめて」ということの大切さ等のメッセージが

含まれていた。 
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 参考情報 

（外部人材の活用） 

 動画やアンケートの内容、話し合いの進め方等について、学識経験者から助言を

受けた。 

（取組における工夫） 

 保護者に対して、性暴力の抑止及び相談者としての役割があることを自覚して

もらうことを目的として、動画教材を活用して説明。 

 動画教材は地域の幼児教育センターに保管されており、他園の職員も貸出・視

聴可能。 

（地域における連携） 

 地域の他園と「生命（いのち）の安全教育」に関する取組について情報を共有。 
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II. 小学校 

 

  



15 
 

学校種等 内容 学年 

Ⅱ.小学校 
a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 
第 3～6 学年 

事例案③ 生命の尊さやすばらしさを知ろう（特別活動） 

 取組の概要 

 中学校区内の3校（中学校 1校、小学校2校）による連携協議会の「心と体の育成

部会」、「学力の育成部会」、「夢と志の育成部会」のうち、養護教諭は「心と体の育

成部会」に参加。この「心と体の育成部会」が中心となり生命（いのち）の安全教育

を実施。 

 

 実施体制 

 授業は学級担任と養護教諭の 2 人による TT（チーム・ティーチング）で実施。自他

の体の大切さについては、養護教諭、友達関係や社会のルールについては学級担

任が対応。 

 指導案の作成は養護教諭が担当し、各学級担任と事前検討及び、模擬授業を実施

した上で内容を確定。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 小学校学習指導要領 

第 6 章 特別活動 

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

［学級活動］ 

２ 内 容 

⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ よりよい人間関係の形成  

学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊重し合い， 仲よくしたり信

頼し合ったりして生活すること。 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成  

 



16 
 

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から

身を守り安全に行動すること。 

 

 目標・主な学習内容 

【学年ごとの題材名とねらい】 

学年 目標 主な学習内容 

第 3・4 学年  生命の尊さやすばらし

さを通して、自分の体

も他の人の体も大切

であることを理解す

る。 

 自分と他の人を大切

にする態度を養う。 

 生命（いのち）の安全教育に係

る教材を使用して「たいせつな

いのち」について指導。 

第 5・6 学年  心や体が発達していく

中で人との距離感に

ついての意識をもつ

ことを理解する。 

 自分や友達が考える

距離感について理解

し、人とのよりよい関

わり方について考える

とともに、距離感が守

られないときの対処

の仕方について理解

する。 

 生命（いのち）の安全教育に係

る教材を使用して「心と体・他人

との距離感」について指導。 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育の

スライド教材（小学校向け

（低・中学年および高学年）） 

を一部活用した独自教材 

「プライベートゾーンってどういうところ」、「何をし

てはいけないのか、触る・触られる、見る・見られ

る、写真で撮る・撮られる」の部分を活用し、独自教

材を作成。 
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

【第 3・4 学年】 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① ねらいの「なぜ人のことを大切にしなくてはいけな

いか」を伝えるため「生命の誕生」の話題を取り上

げる。 

② 児童たちが自他を大切にする必要があると話した

上で、自他の命を大切にするにはどうしたらよい

かについて考えさせる。 

- 

 

【第 5・６学年】 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① 成長により児童同士の距離感が変わることを説

明。学校における着替えの仕方をテーマに、幼い

時はみんな一緒に着替えても平気だったが、今は

自分だけのスペースが必要であるといった変化を

説明。児童たちには互いの距離感に関する考えを

共有してもらい、距離感の考え方は人により異な

っており、自分で適切な距離感を決めてよいこと

を気付かせる。 

② 距離感は相手により違うが、性犯罪を防止するた

めには、守らなければいけない距離感があること

を話して、プライベートゾーンの説明を実施。 

③ 第 6 学年は、学級担任・養護教諭による授業だけ

でなく、外部講師による特別授業も実施。特別授

業の中では、子供たちがロールプレイングを行い、

断る練習を実施。 

 ワークシートを作成し、児

童各々の距離感に関する

考え方を書いてもらうこ

とで、各々の考え方を共

有。 

 

 

 取組の評価 

 各学年で同じ内容のアンケートを授業の前後に実施した。具体的なアンケート項目

は以下のとおり。なお、回答形式はすべて選択式である。 

【アンケート項目】 

1. 自分のことが好きですか 

2. 自分のことを大切にしていますか 
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3. 友達のことを大切にしていますか 

4. あなたの話を聞いてくれる人はいますか 

5. 「この世から消えてしまいたい」と思ったことはありますか 

6. 困ったことや嫌なことを誰に相談しますか 

7. 家族や友達に相談したかったけど、できなかったことはありますか 

8. 誰かに自分の気持ちを分かってほしいと思ったことはありますか 

9. みんなの前で意見を言うのは恥ずかしいことだと思いますか 

10. 「プライベートゾーン」とは体のどこのことか知っていますか 

11. 10 の補足質問 「知っている」に○をつけた人は体のどこのことか○でか

こみましょう 

 

 アンケートの結果、授業後に見られた大きな変化として、授業前は「自分を大切に

するとはどういうことか」「他人を大切にするとはどういうことか」について考えが

漠然としていた児童が多かったが、授業を通じてどういうことかが分かった様子。

また、学習を通してこれまで自分や他人をすでに大切にしていたと気付く児童が

おり、その結果、「2.自分のことを大切にしていますか」、「3.友達のことを大切に

していますか」の回答に「している」「どちらかといえばしている」と回答する児童が

増加。加えて、「6.困ったことや嫌なことを誰に相談しますか」の質問についても、

「親」や「それ以外の家族」、「教員」等の項目で回答が増加し、児童が相談相手とす

る選択肢が広がった印象。 

 令和 3 年度から継続して授業を実施したことで、低学年からプライベートゾーンを

理解できるようになり、児童同士の性的な内容を含んだふざけ事が減少。高学年

では、多様性という考え方への理解が深まった。 

 

 参考情報 

（外部人材の活用） 

 地域の NPO に特別授業の講師を依頼。 

（教員への周知） 

 職員研修会において現在の児童生徒の背景に関するデータを通じて、教職員に

生命（いのち）の安全教育の重要性を認識してもらった。 

（保護者との連携） 

 保護者に事前に生命（いのち）の安全教育の実施を伝えるチラシを配付して、理

解してもらうように努めた。 

（地域における連携） 

 3 校の間で授業の相互参観や指導案の交換を実施し、プライベートゾーンを扱
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った際の児童の反応より、使用する教具や語句を検討。3 校で互いの授業内容

を共有したことにより、中学校で教える内容を事前に理解。その結果、中学校に

おいて学習する内容を想定して、その土台となるような内容を小学校の学習で

は設定できた。 

 職員研修会では有識者による「SOS の出し方」という講義を実施。「3 人目まで

の大人になろう」というキーワードから、児童生徒に相談してもらえるような人

になることが大切であると気付くことができた。 
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学校種等 内容 学年 

Ⅱ.小学校 

a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 

c.SNS の危険性 

全学年 

事例案④ 自分や友達を守る力を育てよう（体育科、特別活動） 

 取組の概要 

 養護教諭が作成した指導案をもとに、令和 4 年度には高学年（第 4～6 学年）・帰

国子女学級（国際学級：第 3～6 学年まで各 5～10 名の少人数学級編成）を対象

に取組を実施。 

 令和 5 年度には、第１～３学年を対象に取組を実施。10 月に「人権月間」として学

年・学級や異学年による縦割り班等で人権やいじめ、安全教育等に特化して考え

る取組を実施。 

 取組では弁護士に低・中・高の発達段階に応じた内容と生命（いのち）の安全教育

の概要の説明について、児童向けの講演を依頼。 

 

 実施体制 

 授業は TT（チーム・ティーチング）1で進めているが、主な進行は養護教諭が実施。

なお、事前・事後アンケートは、学級担任が担当。 

 養護教諭による生命（いのち）の安全教育の研究会や、管理職・教員・養護教諭等

で構成される生命（いのち）の安全教育に関する研究会も立ち上げ。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 令和 4 年度（第 4～6 学年向け）は体育科（保健領域）として実施。 

 令和 5 年度は、第 1～3 学年は特別活動、第 4～6 学年は体育科（保健領域）とし

て実施。なお特別活動については、小学校学習指導要領のうち以下に該当。 

第 2 章 各教科 

第 9 節 体育 

 
1 複数教員による協力的指導のこと。 
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第２ 各学年の目標及び内容 

〔第３学年及び第４学年〕 

２ 内容 

G 保健 

⑵ 体の発育・発達について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して，次の

事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 体の発育・発達について理解すること。 

（イ） 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つきが変わったり，初経，精

通などが起こったりすること。また，異性への関心が芽生えること。 

〔第５学年及び第６学年〕 

２ 内容 

G 保健 

⑴ 心の健康について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して， 次の事項

を身に付けることができるよう指導する。  

ア 心の発達及び不安や悩みへの対処について理解するとともに，簡単な 対処をす

ること。  

（ア） 心は，いろいろな生活経験を通して，年齢に伴って発達すること。 

 （イ） 心と体には，密接な関係があること。 

 （ウ） 不安や悩みへの対処には，大人や友達に相談する，仲間と遊ぶ， 運動をする

などいろいろな方法があること。 

 イ 心の健康について，課題を見付け，その解決に向けて思考し判断する ととも

に，それらを表現すること。 

⑵ けがの防止について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して，次の事

項を身に付けることができるよう指導する。 

ア けがの防止に関する次の事項を理解するとともに，けがなどの簡単な手当をす

ること。 

（ア） 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがの防止には，周

囲の危険に気付くこと，的確な判断の下に安全に行動すること，環境を安全に整えるこ

とが必要であること。 

イ けがを防止するために，危険の予測や回避の方法を考え，それらを表現すること 

 

第 6 章 特別活動 

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

［学級活動］ 

２ 内 容 

⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ よりよい人間関係の形成  
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学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊重し合い， 仲よくしたり

信頼し合ったりして生活すること。 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成  

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等か

ら身を守り安全に行動すること。 

 

 目標・主な学習内容 

時 目標 主な学習内容 

1 

 自分や友達を守る力を育てる。  生命（いのち）の安全教育に係る教材を使

用して、以下のテーマで指導。 

 自分や友達の心や体を大切にしよう。 

 大切な友達とより良い関係を築こう。 

 犯罪やいやなことをされた時の対処方

法を知ろう。 

 被害者にも加害者にも傍観者にもなら

ない行動について考えよう。 

 上記に加え、痴漢に関するショート動画や

同意（Consent）に関する動画を使用し

て、SNS 等の危険性や痴漢に関する内

容、アンコンシャス・バイアス 2についても

指導。 

 

 
2 誰もが潜在的に持っている思い込みのこと。育つ環境、所属する集団の中で無意識のうちに脳にきざみこま

れ、既成概念、固定観念となっていくもの。（第５次男女共同参画基本計画 用語解説より） 
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 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育

のスライド教材 

（小学校向け（高学年）） 

を一部活用した独自教材 

 児童に自分事として捉えてもらうため、事前に児童

へ実施したアンケート調査の内容をグラフで追加。 

 小学生向け（高学年）の教材の表現では“体のきょり

感”と“心のきょり感”についてかえって小学生には

分かりづらいと感じたため、中学生用の教材から、

一部説明文の表現を変更して使用。 

 子供は耳なじみがいいと覚えやすい傾向があり

「NO!（いやと言う）、GO!（逃げる、離れる）、TELL!

（話す・相談する）」という言葉を説明に追加。 

 

 

 

 

 

【使用したスライド】 

痴漢に関するショート動画  スライドに音声を付けたショート動画を独自に作成。 

同意（Consent）に関する

動画 

 動画投稿サイトのコンテンツを活用。 
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教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育 

の動画教材 

（小学校向け（低・中学年）） 

を一部活用した独自教材 

 低学年向けには、説明を聞くのみでは飽きてしま

うとの理由で、「じぶんのからだ」「じぶんだけのた

いせつなところ」の動画を使用。 

 生命（いのち）の安全教育に係る動画のうち「じぶ

んのからだ」では、自転車で怪我をすることが導入

になっているが、ここから入ると児童の考えが怪我

に特化してしまう傾向があったため、導入を怪我に

特化せず、「いのちの大切さ」からの導入に修正。 

 

 

  

【使用したスライド（一部抜粋）】 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

事前 

（実践 1 週

間前） 

 児童及び保護者に、事前に調査

の意図、実施方法を説明。保護

者にはお知らせを配布する形で

周知。 

- 
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時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① 養護教諭が冒頭で、生命（いの

ち）の安全教育の概要を説明。 

② 養護教諭による生命（いのち）

の安全教育のスライドの説明。 

③ 痴漢に関するショート動画を流

し、痴漢への対処方法等を説

明。 

④ 同意（Consent）について動画

を用いて説明。 

 国際学級では国による考え方

の違いがあるため、その点を

児童に聞きながら進行。教材

にふりがなをふる等も配慮。 

 ワークシートの記入が難しい

児童は、学級担任がフォロー。 

 教員が一方的に知識を教える

だけでなく、児童へ意見を聞

いたり、グループワークを行う

ことで、児童が自ら必要な知

識を理解し、性暴力への対処

法を身につけるよう配慮し

た。 

事後 

（実践 1 週

間後） 

 性に関わる知識及び意識、実践

後の知識の習得、理解、意識等

を分析し、指導後の児童の変容

について分析。 

 保護者に対して学校通信等で実

施の旨を周知。 

- 

 

 取組の評価 

 授業後のアンケートでは、「初めて聞いた話だった。」「これから気を付けたい。」と

いう意見があり、授業の効果はあったと考えている。 

 

 参考情報 

（取組における工夫） 

 一般学級は各学年で学級ごとに実施、国際学級は学年ごとの人数が少ないこと

から、第 3～6 学年をまとめて実施。 

（保護者との連携） 

 スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーを配置しており、保護者に

対しても、必要時予約し利用可能とした。 

 「学校等における生命（いのち）の安全教育推進事業」の報告会はオンライン開催
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とし、パスワード付きで保護者向けに公表。 

 生命（いのち）の安全教育等について保健だよりを年 4 回発行。 
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学校種等 内容 学年 

Ⅱ.小学校 

a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 

c.SNS の危険性 

第 6 学年 

事例案⑤ 中学進学に向けて、改めて「距離感」について学ぼう（特別

活動） 

 

 取組の概要 

 児童において体の距離感が近い傾向が見られたため、中学進学にあたり、第６学

年を対象として改めて「心と体の距離感」について学習。 

 指導案についての検討会を校長・教頭が主宰し、高学年の学級担任、養護教諭が

参加。 

 併せて「SNS の危険性」も学習。（情報モラルの出前授業と関連づけて学習） 

 第 6 学年 2 学級のうち 1 学級は保護者参観の形での実施。 

 

 実施体制 

 第６学年の学級担任が進行。 

 養護教諭等は児童観察を行い、体調不良等気分のすぐれない児童の対応を行う。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 小学校学習指導要領 

第 6 章 特別活動  

第 2 各活動・学校行事の目標及び内容 

［学級活動］  

2 内容 

（2）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ よりよい人間関係の形成 

 学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊重し合い，仲よくしたり信頼し合った

りして生活すること。 
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ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安

全に行動すること。 

目標・主な学習内容 

目標 主な学習内容 

 自分と他の人の大切なところ（「水着で隠

れる部分」等）を守るルールを理解できる

ようにする。 

 SNS で見えない相手とつながることの

危険について考え、安全な意思決定と行

動選択ができるようにする。 

 距離感が守られないときに取るべき行動

を理解し、対応方法を身に付けることが

できるようにする。 

 お互いの気持ちを尊重し、よりよい人間

関係を構築しようとする態度を養う。 

 自分の体の大切なところを知り、自分の

体を大切にする心を育む。また、他の人

の体も自分の体と同じように大切なもの

であり、自分の体と同じように他の人の

体も大切にすることが重要であることを

学ぶ。 

 合わせて、他の人との距離感を保つこと

や SNS の使用について気を付けなけれ

ばならないことを学ぶ。 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育

のスライド教材 

（小学校向け（高学年）） 

を一部活用した独自教材 

 「生命（いのち）の安全教育」教材では水着のイラスト

があるが、水着の男女の絵に興味本位から反応するこ

とが懸念されたことから、服を着たイラストを作成し

た。 
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

【導入】 

 今までに学習した体育科（保健）の内容に

ついて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 目に見えているところだけではなく、ふ

だん服や下着でかくれているところも大

切だと知る。 

【展開】 

 

 

ワークシート（独自）に記入する。 

 体をさわられたことがある。 

 悪口を言われたことがある。 等 

 

 

 

 

 

 

 

 SNSにおいて、見えない相手とつながる

ことの危険性を理解する。 

 

 

 

 自分で考えてワークシートに記入する。

（大人に相談する、教員に言う 等） 

 いやなときは「いやだ」と言うこと、その

場を離れること、信頼できる大人に相談

すること等を知る。 

 

 

 

【まとめ】 

 自分と相手を大切にし、よりよい関係性

であるために大切なことを考える。 

【導入】 

 第 4、5 学年の体育科（保健）の内容を確認

する。 

 第 4 学年 

「体の発育と成長」、「思春期の体の変化」、 

「よりよい発育のため」 

 第 5 学年 

「心の健康」、「心の発達」、「心と体の役割」 

 

 

 児童の意見を出しやすいはたらきかけを行

う。そのために、既習内容であるプライベー

トゾーンについて触れる。 

【展開】 

 

 

 

 自分は嫌でなくても他人にとっては嫌な場

合があることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 情報モラル教室等で学習したこと等を思い

出させる。 

 

 

 

 ワークシート（「生命（いのち）の安全教育」教

材）に記入させ、発表させる。 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

 時間があればワークシートに記入させる。時

間がなければ、児童にその場で発表させる。 

体や心で大切にしないといけないことは何だろう。 

今までの生活で言われたり、されたりしていやだったことはありますか？ 

「大切な体」、「大切な心」は自分ももっているし、同じように他の人ももっている。自分を大

切にするために「体の距離感」「心の距離感」は自分で決めていい。自分の持つ距離感と同じ

ように友達の持つ距離感も大切にしよう。 

SNS 等ネット上での人との付き合い方で気を付けることは何だろう？ 

 

 

自分の距離感が守ってもらえないとき、SNS でこわい思いをしそうになったときはどうす

ればいいだろう？ 

自分がいやな時には「いやだ」と言う。SNS でこわい目にあったら大人に相談し

よう。そのことで、自分が悪くなることはない。 
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 取組の評価 

 児童に対し、事前・事後アンケートを実施。事後アンケートにて、 

「からだの距離感は知っていたが、こころの距離感については初めて知った」「距離

感は人により良し悪しが異なる」という回答があった。 

 授業後、教員の「こころの距離を考えて」という呼びかけをすると、児童が授業を

思い出し適切な行動をしようとする姿勢が見られた。 

 保護者にも事後アンケートを実施。 

「家でも話す機会を得た」、「このような授業を増やしてほしい」、「保護者も見たい」

という回答があった。また、SNS について家庭で話し合うきっかけになったとい

う回答があった。 

 

 参考情報 

（教員向け研修の実施） 

 事前に有識者（大学教授）による教職員向け研修を実施。また、授業の前後に有

識者を交えた授業検討会を実施。 

（取組における工夫） 

 授業中に気分を悪くする児童がいるかもしれないということで、養護教諭にフ

ォローをお願いする体制を構築。 

 性的な興味を引くことにならないよう留意し、教材のイラストを水着ではなく服

を着たものにする等の対応を実施。 

 本授業で挙げた事例に近い経験を持つ児童がいる可能性があったため、養護教

諭と連携し、当該児童への配慮を実施。 
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学校種等 内容 学年 

Ⅱ.小学校 
a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 
第 6 学年 

事例案⑥ 自分を大切にすることを学ぼう（特別活動） 

 取組の概要 

 県教育委員会の安全教育推進事業連絡協議会（大学有識者、実践校の校長、前年

度実践校の校長、県教育委員会等から構成）のもと、同じ地域の学校と連携しなが

ら生命（いのち）の安全教育を実施。 

 3 つのテーマ（自分だけの大切なところ、自分と相手の心と体の距離と同意、SNS

の安全な使い方）についての授業を実施。 

 人権教育年間計画の見直しに合わせ、「生命（いのち）の安全教育」を含めた計画を

作成。 

 

 実施体制 

 県教育委員会が生命（いのち）の安全教育推進事業連絡協議会を設置。県教育委

員会が指定した学校に対して、県教育委員会と県人権教育課が指導、助言、支援を

実施。 

 指導案の作成は授業の担当教員が担当し、全教員との事前検討を実施した上で内

容を確定。 

 授業の主担当者は養護教諭が実施。 

 授業では学級担任が T2 として、机間指導を実施。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

●小学校学習指導要領 

第 6 章 特別活動 

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

［学級活動］ 

２ 内 容 
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⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ よりよい人間関係の形成  

学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊重し合い， 仲よくしたり信

頼し合ったりして生活すること。 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成  

現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや，事件や事故，災害等から

身を守り安全に行動すること。 

 

 目標・主な学習内容 

学年 目標 主な学習内容 

第 6 学年  命の大切さを考えるとともに、自

分の体も相手の体も大切であるこ

とを理解し、嫌な気持ちになった

時の対処方法を身に付ける。 

 幼稚園から高校・大学までの生命

（いのち）の安全教育の目標を確

認し、小学校で学ぶべき内容を押

さえた上で、中学校に繋げる想定

で学ぶ内容を設定。 

 児童は第 6 学年で初めて生命（い

のち）の安全教育の授業を受ける

ため、低・中学年時に学ぶような

プライベートゾーンを含めて、自分

の体を大切にすることについての

授業を実施。 

 SNS を例に自分を守りながら相

手を大切にすることを伝えてい

る。SNS は全員が利用しているわ

けではないが、中学校進学後、ス

マートフォンで SNS を利用するこ

とも想定して SNS を取上げた。 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

独自に作成した 

ワークシート 

 各学年の主題、目標に合わせた独自のワークシート

を作成し、活用。 
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教材 使用上の留意点等 

黒板用掲示物 
 各学年の主題、目標に合わせた独自の掲示物を作成

し、活用。 

スライド資料 
 第 6 学年は、「生命（いのち）の安全教育」スライド資

料を作成。 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

単位時間につき 1 テーマとして、3 テーマで計 3 単位時間の授業を実施。 

 

授業のテーマ 

時 授業のテーマ 

1 自分だけの大切なところについて 

2 自分と相手の心と体の距離と同意 

3 SNS の安全な使い方 

 

授業の展開と留意点（第２時） 

時 授業の展開 指導上の留意点 

2 

1. 前時（テーマ：自分だけの大切なところ

について）の振り返りをする。 

 自分の体は自分で大切にすること、

相手を大切にすることを想起させ

る。 

 

 

 

2. 自分と相手の距離感について考える。  距離感が守られないときはどのよ

うな行動を取るべきか考えさせ、自

分の意思を伝えることの大切さや、

距離感が守られなかったときにど

のような対応をすればよいか理解

させる。      （ワークシート） 

 

自分と相手の距離感について考えよう 
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時 授業の展開 指導上の留意点 

3. 適切な距離感を保つために大切なこと

について考える。 

 距離感が守られないときはどのよ

うな行動を取るべきか考えさせ、自

分の意思を伝えることの大切さや、

距離感が守られなかったときにど

のような対応をすればよいか理解

させる。      （ワークシート） 

 

4. 本時の学習を振り返り、学習のまとめ

をする。 

今後、日常生活の中で大切にしたい

ことや気を付けていきたいこと等

を、具体的に書けるようにする。   

（ワークシート・発表） 

 

 

 取組の評価 

 授業の最後に実施する振り返りの内容をもとに評価を実施。 

 生命（いのち）の安全教育の効果としては、、授業後の感想から「自分を大切にして

いこうと思う」という意見が多く見られた。 

 参考情報 

（外部人材の活用） 

 県の安全教育推進事業連絡協議会（大学の有識者、生命（いのち）の安全教育実

践校の校長、県の女性相談センター、県の教育委員会、町の教育委員会で構成）

や NPO（被害者団体等）からの助言を基に指導案を作成。 

 

（取組における工夫） 

 生命（いのち）の安全教育の実施に当たっては、特に児童の実態等の把握等、学

級担任によるアセスメントを重視。 

 同じ地域の学校と連携。合同研修を行い、2 校間での助言、情報交換を実施。 
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III. 中学校 
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学校種等 内容 学年 

Ⅲ.中学校 

a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 

c.SNS の危険性 

d.性暴力について 

e.デート DV 

第 1 学生及び全学年 

事例案⑦ 性暴力等について学ぼう（特別活動） 

 取組の概要 

 男女共同参画の推進に取り組む特定非営利活動法人と連携して実施。 

 2 回実施。1 回目は全校生徒が対象、2 回目は第 1 学年が対象。 

 実施体制 

 教育委員会が依頼した特定非営利活動法人と協力し、学級担任が授業を実施。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 中学校学習指導要領 

第 5 章 特別活動 

第 2 各活動・学校行事の目標及び内容 

〔学級活動〕 

２ 内容 

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ 男女相互の理解と協力 

男女相互について理解するとともに、ともに協力し尊重し合い、充実した生活づくりに参画すること。 

ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応 

心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不安に向き合い乗り越えようとするこ

と。 

エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 

節度ある生活を送る等現在および生涯にわたって心身の健康を保持増進することや、事件や事故、災

害等から身を守り安全に行動すること。 

 



37 
 

 

 目標・主な学習内容 

目標 主な学習内容 

 性暴力の被害者、加害者、傍観者

にならないようにするために、生

命の尊さを学び、性暴力の根底に

ある誤った認識や行動、また性暴

力が及ぼす影響等を正しく理解し

た上で、生命を大切にする考えや、

自分や相手、一人一人を尊重する

態度等を身に付ける。 

 心と体には距離感があるという認

識を身に付け、相手の気持ちを尊

重した意思決定ができるようにす

る。 

 距離感が守られないときに取るべ

き行動を理解し、相談方法を身に

付けることができる。 

 性暴力の例や背景を理解し、デー

ト DV、SNS で見えない相手とつ

ながることの危険性について考

え、安全な意思決定ができるよう

にする。お互いの気持ちを尊重し、

よりよい（望ましい）人間関係を構

築しようとする態度を養う。 

【1 回目】 

プライベートゾーン、体と心の距離、SNS

の危険性 

 相手との距離感に違和感を覚えたら拒

否をしてもよいことを学ぶ。 

 肉体の接触等の物理的な距離感と人間

関係等の心理的な距離感の両方ににつ

いて嫌悪感を覚えた場合は、その気持

ちを主張してよいことを知る。 

 

【2 回目】 

デート DV、性暴力・性被害、プライベート

ゾーン 

 デートＤＶ等性暴力の実態について知

る。 

 性暴力・性被害に遭わないためにでき

ることを考える。 

 プライベートゾーンの再確認。 

 被害に遭った時の対応、具体的な相談

方法、相談場所を知る。 

 

 使用した教材 

 教材 使用上の留意点等 

１回目 
生命（いのち）の安全教育のスライ

ド教材（小学校向け（高学年）） 

中学生版には直接的な表現が多く、

生徒への伝え方が難しいと考え、小

学生向け教材を使用。 

子供の守られる権利や生きる権利

に関する資料（教育委員会作成） 
－ 
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 教材 使用上の留意点等 

2 回目 生命（いのち）の安全教育のスライ

ド教材（中学校向け）「Chapter 2

性的な暴力とは？」 

直接的な表現に対して抵抗を感じる

教職員がおり、直接的な表現の修正

を実施。 

自作のワークシート （下図） 

 

【自作のワークシート】 
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

【導入】 

 子どもの権利条約について

伝える。 

 

 痴漢が性暴力であることを

伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本題】 

 文科省の動画教材を視聴し

て、デート DV について伝え

る。 

 文科省の動画教材の続きを

視聴し、SNS を通じた性暴

力について伝える。 

 プライベートゾーンについて

確認。 

 

【まとめ】 

被害に遭った時の具体的な相

談方法や相談場所について伝

える。 

 

 

 ワークシートを用いて、子ども権利条約

について確認。 

 世界中全ての子どもに権利があり、その

権利を尊重し合うにはどうしたらよいか

考えていく上で、今回は暴力の中には性

暴力があり、それについて学ぶことを伝

える。 

 性暴力について学ぶ中で気分が優れな

い場合は教員に声をかけてほしいことや

退出してもよいことを伝える。 

 副担任が廊下で巡回。 

 ケアが必要な生徒については養護

教諭等につなぐ。 

 生徒から性被害の訴えがあった場

合は聞き取り方に配慮が必要とな

る等、「指導の手引き」の内容を踏

まえながら、事前に教員間で認識

共有を行った。 

 デート DV の防止方法等についてワーク

シートやグループワークを通じて考えて

もらう。 

 

 生徒が加害をしたことがあることも想定

して、「信頼できる人、大人」という言葉

を使い、「親」、「保護者」、「先生」等の文

言は慎重に利用。 

 

 

 文科省動画教材の内容を振り返る。 

 法務省等の資料を配付して窓口を紹介。 

 取組の評価 

 以下の設問のアンケート調査票を用いて測る。 
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 自分を大切にし、相手も大切にすることで、より良い人間関係を作ることがで

きる 

 自分と他人との心と体には、それぞれ距離感があり、その距離は自分自身で

決めることができる 

 相手が自分に近付いてきたり、体に触れられたりしたとき等、自分の距離感

が守られていないと感じた時には、相手に「いやだ」と言ってよい 

 性暴力とは何か理解していますか 

 インターネットやスマートフォンから性暴力に巻き込まれることがある 

 性暴力はお互いの関係が対等でなくなった時に起こりやすくなる 

 デート DV とは何か知っていますか 

 性暴力にあった時、どのように対応したらよいか理解していますか 

 今回の学習は、自分自身のためになったと思う 

 

 参考情報 

（教員への周知/保護者との連携） 

 生徒向け授業、教職員への研修、保護者・地域への啓発といった三者への取組

を一体として実施。 

 保護者・地域への啓発： 

「ネット安全教室」の取組の一環として、青少年サポートセンターに講師を依

頼して「生命（いのち）の安全教育」の内容も一部取り入れて実施。 

学校だよりを通じて、保護者・地域に生命（いのち）の安全教育の実施報告

を実施。 

 教職員への研修：市教育委員会が公表する「不祥事防止のためのセルフチ

ェック」のシートを利用し、人事考課面接の中で性暴力対応の研修を実施。 

（外部人材の活用） 

 特定非営利活動法人と連携して実施。 

（取組における工夫） 

 週1回の学校を訪問する心理カウンセラーの訪問日に生命（いのち）の安全教育

の授業を実施するようにする。 

 

 授業の後に、生徒の感想を収集し、フィードバックする工夫を実施。 

 何か関連したトラブルを抱えた際は信頼できる人に相談してほしいことを説明

した。身近な人が加害者である可能性を考慮し、保護者や教員でなく「信頼でき

る人」という言葉を使うよう心掛けた。また、その際に、相談できる場を具体的

に提示することを心掛けた。 

 気分を害した生徒の途中退出を認める等、生徒の精神面に対するフォローを徹

底。 

 生徒指導部内においてストーカー等の被害に遭った生徒の有無の報告を実施。
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この内容を踏まえて、フラッシュバック等生徒によくない影響が生じないかどう

かを事前に該当学年主任と確認しながら授業を実施。 

 当校が実施する人権教室の中では、ロールプレイング等の登場人物の名前と在

校生徒の名前と重複しないように留意し、被害生徒の精神的な負担が生じない

工夫を実施。 

 以下の文献を参考。 

 令和 2 年度 6 月文部科学省公表の「性犯罪・性暴力対策の強化の方針の

決定について」 

 令和5年度3月文部科学省公表の「性犯罪・性暴力対策の更なる強化の方

針」 

 子どもへの性暴力防止対策検討会を受けて市教育委員会が作成した性暴

力対策のフローの資料 

 その他、こども家庭庁が公表する資料 

（地域における連携） 

 生徒、教員、地域の三者一体のの取組の一環として、小学校との連携にも取組

み、学区内の小学校の職員（教務主任、養護教諭等）が参観できる体制を整え

た。 

 

 

 

 

  



42 
 

学校種等 内容 学年 

Ⅲ.中学校 
ｃ.ＳＮＳの危険性 

ｄ.性暴力について 
第 2 学年 

事例案⑧ ＳＮＳの危険性について学ぼう（保健体育科） 

 取組の概要 

 関連校と連携した取組を実施。 

 SNS に関連したテーマを取上げた授業を実施。 

 

 取組の全体計画 

 令和 3 年度から取組を開始。関連校全体で生命（いのち）の安全教育を進めてお

り、その一部として、当校における生命（いのち）の安全教育を実施。 

 生命（いのち）の安全教育の内容が多岐にわたり教材量も多いため、1 回の授業の

中で全てを実施するのは難しいと考え、一部のテーマに絞って実施。 

 第 2 学年を対象に「SNS でのコミュニケーションの特徴を知ろう」と「SNS にひそ

む危険性を理解し、被害者にも加害者にもならない使い方を考えよう」をテーマに

授業を実施。 

 

 実施体制 

 関連校の小学校の養護教諭がリーダーとなり、関連校全体で生命（いのち）の安全

教育を実施。 

 授業実施中、生徒から教員が事前に把握していない SNS 関連の被害の話が出て

きた場合に、当該生徒のフォローの実施や複数教員による被害内容の把握を可能

とするために、当校ではTT（チーム・ティーチング）の体制で実施。授業自体は養護

教諭が担当。実施科目の担当者である保健体育科の教員は普段の授業を通じて

生徒との関係性を構築しているため、それを活かして養護教諭を補佐。 

 



43 
 

 学習指導要領の関連箇所 

 中学校学習指導要領 

第 2 章 各教科 

第 7 節 保健体育 

〔保健分野〕 

２ 内容 

（3）傷害の防止について，課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 傷害の防止について理解を深めるとともに，応急手当をすること。 

（ｱ）交通事故や自然災害などによる傷害は，人的要因や環境要因などが関わって発生すること。 

（ｲ）交通事故などによる傷害の多くは，安全な行動，環境の改善によって防止できること。 

（ｳ）自然災害による傷害は，災害発生時だけでなく，二次災害によっても生じること。また，自然災害

による傷害の多くは，災害に備えておくこと，安全に避難することによって防止できること。 

（ｴ）応急手当を適切に行うことによって，傷害の悪化を防止することができること。また，心肺蘇そ生

法などを行うこと。 

イ傷害の防止について，危険の予測やその回避の方法を考え，それらを表現すること。 

 

 目標・主な学習内容 

時 目標 主な学習内容 

1 

 生命（いのち）の安全教育全体の目標：「自分

や友達を守る力を育てよう」 

 上記に紐づけて 3 つを目標として設定。 

 自分や友達の心や体を大切にしよう 

 大切な友達とより良い関係を築こう 

被害者にも加害者にもならない行動について考え

よう 

SNS のリスク理解、性暴

力・性被害の防止 
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 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

スライド形式の 

自作教材 

 文科省教材中学生用を一部（以下）引用して作成。 

 「性暴力とは」 

 「考えてみよう SNS 事例①」 

 「考えてみよう SNS 事例②」 

 「性暴力の例【SNS を通じた被害】」 

 「性暴力の例【デート DV】」 

 導入部分では、生徒が遭遇する可能性のある場面を

想定した架空の事例を掲載し、生徒が自身の日常にお

いて起こり得る可能性のある事象である点を理解す

る工夫を実施。 

 

【教材の一例】 
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取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

【導入】5 分 

①本時の目的を伝える 

事前アンケートの結果の一部を紹介する。 

 自分たちの中でも、SNS について様々な意見があることを知

る。 

 「怖いと思ったこと」の自由記述を一部紹介し、危険を身近に

感じる。 

【展開】35 分 

①事例１（独自教材：SNS のやりとり画面）紹介 

事例１を紹介し、やりとりの中の誤解を生みそうな部分を考える。 

 誤解されない言い方を考える。 

 自分との関係性をもとに、相手の発言の真意を考える 

②ペアワーク（５分） 

隣の席の人と意見を交換する。 

生徒が奇数の場合、T２に入ってもらう。 

③意見共有（５分） 

生徒の意見をきく。 

T２の意見をきく。 

 

 

④事例２（文科省教材 ppt18）紹介 

事例２を紹介し、自分の行動を振り返る。 

⑤事例３（文科省教材 ppt17）紹介 

事例３を紹介し、自分だったらどうするか、A さんはどうすればよ

かったか考え、意見を交換する。 

※性別を隠して紹介する。 

⑥グループワーク（10 分） 

グループで出た意見を全体に向けて発表してもらう。（T2 が指名） 

⑦意見共有（５分） 

元の資料で A さんが男子であることを補足する。 

 性被害にあうのが女子だけでないことを知る。 

⑧事例３の補足説明 

事例３のように一対一の関係ではない場合についても説明する。 

 「友達のことを教えて」「友達の写真を送って」と言われたとき、

それに応じることで、友達を危険にさらすことになることを知

る。 

 ひとつだけなら個人を特定できない情報でも SNS のコミュニ

ティの中で複数集まると、個人が特定されることを知る（最寄

り駅や学校行事の名前、学年、部活動、通学リュックにつけてい

るアクセサリー等）。 

【まとめ】10 分 

①学習のまとめ 

 顔の見えない文字のやりとりが生む誤解を利用して犯罪をた

くらむ人がいることを伝える。 

 性別に関係なく、性犯罪の被害にあうこと、自分の行動が友達

を危険にさらす可能性があることを確認する。 

 ワークシート記入 

 生徒の身近な物事から話をは

じめて生徒を惹きつけ、本題に

入るような授業の構成にした。 

 導入では、SNS のトーク

画面を模した画像を用い

て生徒同士の会話の具

体例を示し、同じ発言で

あっても人によって解釈

が分かれる状況を伝え

た。 

 中には、生徒同士で繋がる

SNS の中で自撮り写真を投稿

することに抵抗のない生徒も存

在する。当該行為を既にとって

いる生徒の存在に留意して、特

定の行動自体を軽蔑にするよ

うな状況を作らないように、教

材や授業進行を工夫。 

 行為自体が悪いわけではなく、

それを悪用する人がいるため、

実施することにより発生するリ

スクについて説明するように工

夫。 

 授業実施中に問題が発生した

場合のフォローのために TT（チ

ーム・ティーチング）で実施。 

 養護教諭は普段から授業を通

じて生徒に接している保健体育

科の教員から事前に配慮が必

要な生徒の情報を共有してもら

う。 

 授業の最後に、生命（いのち）の

安全教育の授業は被害者や加

害者にもならないために実施を

していることと、つらくなった

場合は遠慮しないで相談してほ

しいこと、周囲の人が危険な状

況にある場合も相談してほしい

ということを説明。 

性犯罪、性暴力とは？ 
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 取組の評価 

 事前・事後アンケートを実施。 

【質問項目】 

 自分の体は大切だと思いますか 

 自分の命は大切だと思いますか 

 周囲の人にどう思われるか気になりますか 

 誰かにほめられることはありますか 

 自分には良いところがあると思いますか 

 大切にしたい人がいますか 

 あなたのことを大切にしてくれる人がいると思いますか 

 自分を大切だと思いますか 

 なんでも話せる人がいますか 

 SNS やオンラインゲームをしていて怖いと感じたことはありますか 

 怖いと感じたことはどんなことですか 

 SNS を使うときに気を付けていることはありますか 

 どんなことに気を付けていますか 

 SNS やインターネットを使うときのルールや約束はありますか 

 その約束を守っていますか 

 事後アンケートでは、授業について自由記述形式で聞き、テキストマイニングを用

いてワードクラウド 3（スコア順）を作成し、分析。 

 アンケート調査から、改めて SNS の危険性や個人情報の漏えいリスクについて

理解した等の感想を確認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3単語の表示サイズによりテキスト内の出現頻度を視覚化すること。 
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 参考情報 

（保護者への説明） 

 生命（いのち）や性、死に関わる内容はセンシティブであり、生徒の反応によって

は家庭内のフォローが必要であるため、事前に書面による保護者への周知と同

意の取得を実施。 

 同意書は関連校が作成したもの（下図）を利用。 

（取組における工夫） 

 中学生の９割が SNS を利用し約半数がトラブルを経験しているというサイト記

事や子供をめぐるインターネット環境の変化についての文献等を参考にした。 

 関連校同士の教科別研究会の一環として、養護教諭の研究会を月 1 回実施し、

関連校との情報交換を実施。 

 他県の高校とも情報交換を実施。 

 

【保護者への周知及び同意取得に利用した書類】 
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学校種等 内容 学年 

Ⅲ.中学校 e.デート DV 全学年 

事例案⑨ デート DV について学ぼう（特別活動） 

 取組の概要 

 「異性との交際について考える」「自分の体のこと、心のことを素直に受け止める」

「相談することの大切さを知る」機会が必要だと考え、毎年、年間指導計画を策定

して実施。 

 

実施体制 

 保健体育科や特別活動として授業を実施する場合、学級担任と養護教諭が連携し

て実施。 

 デート DV の授業については、養護教諭と外部講師（思春期保健相談士）が連携

し、授業を実施。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 中学校学習指導要領 

第 5 章 特別活動 

第 2 各活動・学校行事の目標及び内容 

〔学級活動〕 

２ 内容 

（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

 イ 男女相互の理解と協力 

男女相互について理解するとともに，共に協力し尊重し合い，充実した 生活づくりに

参画すること。  

ウ 思春期の不安や悩みの解決，性的な発達への対応 

心や体に関する正しい理解を基に，適切な行動をとり，悩みや不安に向 き合い乗り越

えようとすること 
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 目標・主な学習内容 

主な学習内容 目標 

 自分の「OK」「NG」について、アンケート

に回答後、学級で意見を交流する。 

 誰かに嫌なことをされたとき、「ＮＯ」と

言えるか、理由とともに考える。 

 自分の周りの「線引き」について考え、

「境界線」について知り、「境界線」を守る

ためにはどうしたらいいか考える。 

人によって境界線が異なるため、同

意を取ることの大切さを理解し、自

分の言動について振り返って考えて

いる。 

 

 パートナーとの関係についてアンケート

に回答し、交流する。 

 デート DV について知っていることを話

し合う。 

 友達から「デート DV」について相談を受

けたときにどのように答えるかを考え、

交流する。 

 自分が「デート DV」を受けたらどうする

かを考える。 

デート DV について知り、自分や友

達が被害にあったときの対応の方法

について考えている。 
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 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育の 

スライド教材（中学校向け） 

を活用した自作スライド 

 生徒にとって身近なデータを用いるため、当該都道

府県の高校生のデートDV に関する調査結果を含め

た。 

 文部科学省の教材に具体的な校名を追記する等の

工夫を実施。 

【スライドの一例】 

ワークシート （下図） 

 

【ワークシート】 
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

【導入】 

 前時の復習をする。 

 

 

 本時の目標を確認する。 

【本題】 

 デートＤＶチェックを行う。 

 

 

 デートＤＶについて知って

いることを発表する。 

 

 「デートＤＶ」について説明

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 「デートＤＶ」に関する動画

を視聴する。 

 

 

 

 友達から「デートＤＶ」の相

談を受けた場合、どうする

かを考える。 

 

 考えた意見をペアで交流し

た後、学級で交流する。 

 

 

 

 

 高校生（交際経験有り）の

「デートＤＶ」の現況につい

て知る。 

 

 

 自分が「デートＤＶ」を受け

たらどうするか考える。 

 

【まとめ】 

本時の振り返りをさせ、感想等を

ワークシートに記入させる 

 

 「心地よい・悪い」は人によって異なることを確認する。 

 前時を踏まえ、パートナーとの関係について学習することを

伝える。 

 

 

 チェックシートを使い、パートナーとの関係について、どれく

らい該当するかチェックさせる。 

 これまでの学習やゲストティーチャーの講話から、デートＤＶ

について知っていることを聞き取る。 

 ＤＶやデートＤＶについて確認した上で、デートＤＶの種類（か

らだへの暴力・こころへの暴力・性的な暴力・お金の暴力・デ

ジタル暴力）について、スライドを使って説明する。 

 どんな暴力も許されないこととともに、誰も幸せに生きる権

利をもっていることを生徒に伝える。 

 文部科学省の「生命（いのち）の安全教育」Web ページに掲

載されている「デートＤＶ」の動画教材を活用する。 

 ＤＶの家庭で育っている生徒がいることも想定し、十分配慮

する。 

 ワークシートに自分の意見を書くように指示する。 

 机間指導を行い、生徒の意見を確認する。 

 全体で自分の意見を言いにくい生徒のために、最初にペア

で意見の交流を行う。 

 学級での意見交流の際は、自分の意見だけでなく、ペアで交

流した意見でもいいことを伝える。 

 全国及び当該都道府県の高校生のデータを紹介し、中学生

に身近なものであると意識させる。 

 性別に関係なく、「デートＤＶ」の被害が起こることを伝える。 

 「デートＤＶ」について、相談できず悩んでいる生徒がいる可

能性もあるため、交流せずに自分でしっかり考える時間とす

る。 

 「デートＤＶ」は「殴る・蹴る」等の身体的な痛みを伴うものだ

けではないことを確認する。 

 一人で抱え込まずに、誰かに相談することを伝える。 

※これまでの授業を踏まえ、自分や友達が被害に遭ったとき

の対応について考えている。 

【思考・判断・表現】 

ワークシート、行動観察 

 

 

 

 

 

 デートＤＶの被害に遭っても「あなたは悪くない」ということ

を伝える。 

 友達から相談されたら、暴力だと気付くまで、友達に寄り添

うことが大切だと知らせる。 
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 取組の評価 

 ワークシートでは以下の感想をあげる生徒が多かった。 

 何事にも相手のことを考えることの大切さがわかった。相手が何をどう感じ

るかは、人と付き合っていく中でも有効である。お互いに相手のことを考え

ることの大切さを改めて理解できた。 

 今日や以前に講演会等で学んだことを生かして、もしものときは対応したい

と思った。友達等が困っているときに相談してもらえるためにも正しい知識

を身に付けることや信頼があり相談できるところを増やす等していきたいと

思う。 

 自分がデートＤＶを受けたら、一人で抱え込まずに誰かに相談しようと思っ

た。 

 

 

 参考情報 

（保護者との連携） 

 生命（いのち）の安全教育の実施について事前に通知。 

 授業後に生徒が記入した感想を紹介。 

（外部人材の活用） 

 生命（いのち）の安全教育の教材を選択する際、管理職や他校の教員からも意見

を収集。 

（取組における工夫） 

 性暴力の話題は気分を害する生徒がいる可能性があるため、自由な退室を認

め、養護教諭による授業では退席した生徒用に保健室に他の教員の待機を依

頼。 

 答えづらい内容であれば、教員から指名された場合も発言をしなくてよいとい

うルールにした。 

 文部科学省や各自治体等から活用できる資料やデータ等が Web ページに掲載

されている。それらを生徒の実態に合わせて活用し、学校独自の授業づくりを

実施。文部科学省「生命（いのち）の安全教育」や都道府県の人権教育 web ペー

ジの資料等を活用。 

 文部科学省の教材 

 都道府県の人権教育に関する Web ページ 
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IV. 高等学校 

 

 

 

  



54 
 

学校種等 内容 学年 

Ⅳ.高等学校 

a.自他の尊重 

c.SNS の危険性 

d.性暴力について 

e.デート DV 

f.JK ビジネス 

g.セクシャルハラスメント 

第 1～3 学年 

事例案⑩ 自分を守る方法を学ぼう（特別活動） 

 取組の概要 

 授業は主任スクールカウンセラーと教員が連携し実施。 

 

 実施体制 

 校長、副校長、生徒指導主任、事務長、主任スクールカウンセラー（本取組主担当）、

外部有識者で検討委員会を設置し、指導案の検討と振り返りを実施。 

 授業は主任スクールカウンセラーと教員が連携し実施。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 高等学校学習指導要領 

第 5 章 特別活動  

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

〔学校行事〕 

２ 内 容 

（3）健康安全・体育的行事 

心身の健全な発達や健康の保持増進、事件や事故、災害等から身を守る安全な行動や規律ある集団

行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するようにする

こと。 
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 目標・主な学習内容 

目標 学習内容 

 心と体には距離感があるという認識を身

に付け、相手の気持ちを尊重した意思決

定ができるようにする。 

 距離感が守られないときに取るべき行動

を理解し、相談方法を身に付けることが

できるようにする。 

 性暴力の例、背景、現状のデータを理解

し、デート DV、SNS で見えない相手と

つながることの危険性、セクシュアルハラ

スメント、JK ビジネスを学習する。 

 性暴力の加害者・傍観者にもならないよ

うにするために、性暴力は決して許され

ないものであることを理解し、適切な意

思決定ができるようにする。 

 自他の尊重（自分と相手の心・身体の尊

重） 

 SNS の危険性 

 性暴力について 

 デート DV 

 セクシャルハラスメント 

 JK ビジネス 

 

 

 

 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育

のスライド教材（高校向け） 

 教材のうち、ワークシートは使用せず説明スライドのみ

を使用した。 

  

【スライドの一例】 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

 授業は 1 単位時間（50 分）を連続 2 単位時間（途中 10 分休憩）として実施。 
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時 授業の展開 

 

留意点・工夫点 

1 開始～ 

20 分

間 

① 講 師 の 自

己紹介とア

イスブレイ

ク 

 全学年対象であり、生徒

にとってはなじみのな

いスクールカウンセラー

と生徒に囲まれて緊張

することから、講師の自

己紹介とアイスブレイク

を実施。 

 授業の冒頭に、言いたくないことは言わ

なくていい、気分が悪くなったら無理をせ

ず教員に伝える、自分のこととして真剣

に考える、という3点をルールとして伝え

る。 

20～ 

50 分

間 

② レジュメに

沿って性暴

力について

伝える 

 生徒が身近に感じられ

るように、生徒がよく遊

びに行くような場所の

性被害の実例や、SNS 

での被害についても実

例を紹介。 

 生徒の不安が高まって

いると感じた場合は、相

談先の紹介や「信頼でき

る周囲の人、大人に頼る

ように」という情報提供

を適切に実施。 

（全般） 

 スクールカウンセラーが実施することか

ら、人間関係に注力して授業を実施した。

そのより良い人間関係の一つとしてアサ

ーティブコミュニケーションについてホワ

イトボードに示しながら説明した。 

 授業内容にショックを受ける可能性を憂

慮し生徒の顔が見える位置にスクールカ

ウンセラーを配置し、適宜フォローを実施

した。 

（ディスカッション） 

 ディスカッションが困難な場合には、その

代わりに、生徒自身が個別に考える時間

を 2～3 分設ける。雑談を始める生徒が

いることを想定し、教員が適切に助言等

を行う準備をする。 

 考える時間に、座席の近い生徒と意見を

シェアしてよいということを伝える。 

 生徒の思考を止めない工夫として、「ディ

スカッションをしなさい」等の指示をしな

10 分休憩 ③ 生徒休憩  休憩中に授業を補助す

る教員と後半部分の配

慮事項について再確認

を実施。 

2 後半授

業開始

～ 25

分 

④ レジュメに

沿って性暴

力について

伝える 

 前時の復習にも重点を

置いて、理解を促す。 
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時 授業の展開 

 

留意点・工夫点 

25 分

～ 

45 分 

⑤ 事例集  事例集を用いて、「あな

ただったらどうする？」

と投げかけ、考える時間

を２～３分設定。 

 自分の考えをシェア（デ

ィスカッション） 

 発問「補助教員が当事者

だったらどうしている

か」 

 本時のまとめとして、レ

ジュメの内容を確認。 

 行政の相談窓口の情報

提供を行い、知識の定着

を図った。 

い。 

（発問） 

 講師が指名し回答する形式で実施。 

 講師は補助教員が回答した内容を否定し

ないことにより、生徒はこの授業が安全

な場であるという認識をもつ。 

（まとめ） 

 まとめでは、「自分をどんなやりかたでも

いいから守れたら、それが正解」であるこ

とを繰り返し伝える。 

45 分

～ 

50 分

授業終

了 

⑥ アンケート

記入 

 この授業のポイントにつ

いて、再度説明する目的

で、アンケートを実施。５

段階評価とし、生徒の理

解や認識等を数値で把

握。 

 アンケートの下部には自

由記述欄を設け、伝えた

い気持ちやあふれ出た

気持ちを書きだす場と

して設定。 

－ 

 

 取組の評価 

 授業後のアンケートはスクールカウンセラーが作成。以下の①～⑤について、5 段

階評価のアンケートを実施した結果、上位2位にあたる「よくわかった」「わかった」

という回答が多かった。 

①今日の話の内容について 

②生命（いのち）の尊さや素晴らしさ、 

③自分を尊重し、大事にすること（被害者にならない） 
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④相手を尊重し、大事にすること（加害者にならない） 

⑤一人一人が大事な存在であること（傍観者にならない） 

 

 参考情報 

（取組における工夫） 

 主任スクールカウンセラーは、本取組に向けて、警察庁や市区町村の男女共同参

画センター、ＮＰＯ等の 6 件の外部研修に参加。 

（地域における連携） 

 本取組の報告書を校長が県の校長会や近隣の中学へ配付。 
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学校種等 内容 学年 

Ⅳ.高等学校 

a.自他の尊重 

c.SNS の危険性 

d.性暴力について 

e.デート DV 

第 1 学年 

事例案⑪ 自分や相手を守るための行動を知ろう（特別活動） 

 取組の概要 

 高校の第 1 学年を対象に生命（いのち）の安全教育を実施。生徒の活動範囲が広

がる夏季休業前に実施。 

 

 

 実施体制 

 指導内容は、校内の生徒指導部、保健部で相談し決定。 

 取組当日は、前半部分を生徒指導部長、後半部分を養護教諭が説明。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 高等学校学習指導要領 

第 5 章 特別活動 

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

〔学校行事〕 

２ 内 容 

（3）健康安全・体育的行事 

心身の健全な発達や健康の保持増進、事件や事故、災害等から身を守る安全な行動や規律ある集

団行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するようにす

ること。 
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 主な目標・学習内容 

時 目標 主な学習内容 

1 

 前半の目標は、人間関係、他者との

距離感、性暴力とは何なのかを理解

する。 

 後半の目標は、自分や相手を守るた

めの行動、二次被害が起きないため

の行動を理解する。 

 前半では、生命（いのち）の安全教育

に係る教材を使用して、よりよい人

間関係の築き方、自分と相手を守る

ための距離感等を指導。 

 後半では、生命（いのち）の安全教育

に係る教材を使用して、性暴力や二

次被害が起きないようにするために

すべきこと等を指導。 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

生命（いのち）の安全教育

のスライド教材 

（高校向け（大学、一般）） 

 全編を使用。動画の場合、関心を持てない生徒や理解

が追い付いていない生徒が、集中して視聴できない

可能性があり、スライドを使用。 

  

【スライドの一例】 

 

 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

事前 
 ホームルーム担任は、指導内容について共通

理解した上で、生徒に授業を事前予告した。 

- 
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1 

① 前半 

 生徒指導部長が各スライド（教材の P1～

12）を丁寧に説明。 

② 後半 

 養護教諭が各スライド（教材の P13 以降）を

丁寧に説明。被害に遭った際に起こる可能

性のある心と体の影響に関して説明する際

には、アニバーサリー症状 4にも触れる。ま

た友人の加害に気付いた時は、すぐに信頼

できる人に相談すること、将来的に早く指導

を受けることが本人のためになることを強

調して説明。 

③ 終了後、各学級のホームルーム担任の指導の

下、生徒同士で意見交換を行った。。 

 生徒の理解が進んで

いないと思われる場

合には、適宜追加説明

を実施。 

 取組の評価 

 男女関係やデート DV に関して、生徒からの気軽な相談が増加。本取組の中で相

談先を案内しており、生徒が気軽に相談しやすい雰囲気作りができている。 

 

 参考情報 

（取組における工夫） 

 令和 4 年度までは各学級のモニターで視聴する形を取っており、生徒の反応が見

えづらかったが、令和 5 年度には対面で実施。対面で実施することにより、生徒の

反応を見ながら説明を加える等、適宜対応。 

 各学級のモニターで視聴する際には、学級で質問等があった場合に備えて、ホーム

ルーム担任には、授業の趣旨・内容を十分に理解させた。。 

 取組前半は、人との距離感の取り方や性暴力そのものへの理解を促すような内容

になっているため、生徒指導部のイニシアティブによる。後半は、自分を守ること、

友達が被害にあったらどのような対応を取ればいいのかという内容になってお

り、保健室を訪れやすい雰囲気をつくるためにも、養護教諭が実施。 

 匿名で相談できる報告・相談プラットフォームを導入しており、この仕組みについ

て指導の最後に周知。 

 

  

 
4 災害や事件・事故などが契機として PTSD となった場合、それが発生した月日になると、いったん治まって

いた症状が再燃することがあり、アニバーサリー効果やアニバーサリー反応と呼ばれている。） 
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V. 特別支援学校 
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発達段階 指導内容 学年 

Ⅴ.特別支援学校 e.デート DV 中学部の全学年 

事例⑫ デート DV について学ぼう（保健体育科） 

 取組の概要 

 様々な知的障害の程度の生徒を対象として実施。 

 同じ地域内で先行的に進めている主担当校の取組を参考にして進めた事例。 

 

 実施体制 

 学年主任が中心となって授業を実施し、各学年の取組を教務部の教員が取りまと

め。各授業は、保健体育科の教員と連携し、各学年の学年主任が中心となって実

施。 

 知的障害の程度により、学級担任等が授業を実施している学級もある。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

第 2 章 各教科 

第 2 節 中学部〔保健体育〕 

2 各段階の目標及び内容 

○１段階 

（2）内容 

H 保健 

 健康・安全に関する事項について，次の事項を身に付けることができる よう指導する。 

 ア 体の発育・発達やけがの防止，病気の予防などの仕方が分かり，基本 的な知識及び技能を身に

付けること。 

 イ 自分の健康・安全についての課題を見付け，その解決のための活動を 考えたり，工夫したりした

ことを他者に伝えること。 

〇２段階 

（２）内容 

Ｈ 保健 

 健康・安全に関する事項について，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 体の発育・発達やけがの防止，病気の予防などの仕方について理解し，基本的な技能を身に付け
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ること。 

イ 自分やグループの健康・安全についての課題を見付け，その解決のために友達と考えたり，工夫し

たりしたことを他者に伝えること。 

 

 

 主な学習内容・目標 

時 主な学習内容 目標 

1 

 主担当校が作成した指導案をもと

に、授業を実施。 

 具体的には、「性暴力・セクシャルハ

ラスメントに遭わないために・遭った

時のために」、「心と体を守るために

あなただったらどうする」等の内容

を学習。 

 「性暴力の内容を知ることで被害

者及び加害者にならない意識を

高める」 

 「自分や友達が性暴力の被害者に

なった時の対処方法を知る」 

 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

主担当校作成のスライド形式

の資料 

 文部科学省の中学校向け教材のスライドを一部引用し、

作成した。 

 
【スライドの一部】 

主担当校作成のワークシート 
 文部科学省の中学校向け教材の画像を引用しつつ、主

担当校が自作した（下図）。 

 

 

 

 

 

【ワークシート】 
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

【デート DV に関する授業】 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① 4 学級合同で、講義形式の授業

を実施。デート DV に関連する場

面が描かれたスライドを見せて、

生徒に「こんな場合はどう考えま

すか？」と問いかける。その問い

かけに対して、生徒がワークシー

トに意見を書き込む。 

② 書き込んだ意見をもとに、学級ご

とに生徒同士の意見交換を行う。 

③ 教員が対処方法の例を説明し、授

業全体をまとめる。 

 スライド資料を見せてテーマに関

する説明を行ったうえで、生徒同

士の話合いの時間やワークシート

を用いて生徒が考える時間を設

け、体を動かして学ぶ工夫を実

施。 
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 取組の評価 

 授業実施後に効果が表れるわけではないため、話合い活動の様子（積極的に取り

組んでいたか等）やワークシートの内容から長期的な評価を実施。 

 生徒との会話の中に、「生命（いのち）の安全教育」やその他性暴力防止に関する授

業において扱った内容があった。 

 

 参考情報 

（地域における連携） 

 同地域において取組を先行的に進めていた他校が作成した指導案を参考にして

実施。 

 公開授業や研究授業の開催案内や当授業に併せて開催される研究協議の議事内

容の共有という形で、他校とは情報を随時共有。 

（取組における工夫） 

 可能な限り多くの生徒の意見を相互に聞けるようにしたいと考え、話合い活動が

可能な知的障害の程度の生徒を集めて、話合い活動に適した人数規模の授業を実

施。 

 知的障害の生徒を対象とした場合の留意点・工夫は以下のとおり。 

 知的障害の程度により理解度に差があるため、学年主任のみではなく、各学年

の他の教員が授業時にフォローする TT（チーム・ティーチング）体制で実施。 

 生活年齢に即した内容を取り上げつつ、適宜発達年齢に合わせた内容に変更。 

 指導内容が抽象的になれば、知識は得られるが、実践では生かせないといった

中途半端な理解に留まる。そのため、生活の中で経験できるような具体的な内

容に絞った指導が重要。 

 知的障害の生徒を対象とする当校では、特別支援学校における生命（いのち）

の安全教育の実施事例に加えて、幼稚園等の幼児期を対象とした事例や小学

校の事例を参照。 
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発達段階 指導内容 学年 

Ⅴ.特別支援学校 
a.自他の尊重 

b.プライベートゾーン 
小学部の全学年 

事例⑬ プライベートゾーンや距離の取り方を学ぼう（保健体育、特

別活動） 

 取組の概要 

 当校は知的障害の特別支援学校であり、小学部・中学部・高等部を設置。 

 学部や学年ごとに指導する内容の目安となる全体計画を作成し、各取組を体系化

している。 

 学年で授業を計画し、学年を担当する教員と養護教諭等学年外の教員が連携しな

がら指導計画を作成している。指導については、各学年で学級担任が実施。 

 小学部第５学年：プライベートゾーンと人と人の距離の取り方に関する授業 

 小学部第６学年：プライベートゾーンに関する授業 

 

※中学部、高等部でも「生命（いのち）の安全教育」に取り組んでいる。 

 

 実施体制 

 養護教諭と学級担任（ホームルーム担任）が TT（チーム・ティーチング）で実施（T1

は養護教諭）。学級担任（ホームルーム担任）は生徒への声掛け等のフォローを実施

する。 

 

 学習指導要領の関連箇所 

【小学部】 

 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

第 2 章 各教科 

第 1 節 小学部 

〔体育〕 

2 各段階の目標及び内容 
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○１段階 

（2）内容 

G 保健 

 健康な生活に必要な事柄について，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 教師と一緒に，うがいなどの健康な生活に必要な事柄をすること。 

イ 健康な生活に必要な事柄に気付き，教師に伝えるこ 

〇２段階 

Ｇ 保健 

 健康な生活に必要な事柄について，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 教師の支援を受けながら，健康な生活に必要な事柄をすること。 

イ 健康な生活に必要な事柄に慣れ，感じたことを他者に伝えること。 

〇３段階 

Ｇ 保健 

 健康な生活に必要な事柄について，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 健康や身体の変化について知り，健康な生活に必要な事柄に関する基本的な知識や技能を身に付

けること。 

イ 健康な生活に必要な事柄について工夫するとともに，考えたことや気付いたことなどを他者に伝

えること 

 

 

 

小学校学習指導要領 

第 6 章 特別活動 

 

第２ 各活動・学校行事の目標及び内容 

［学級活動］ 

２ 内容 

⑵ 日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

イ よりよい人間関係の形成  学級や学校の生活において互いのよさを見付け，違いを尊

重し合い， 仲よくしたり信頼し合ったりして生活すること。 

 

ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成  現在及び生涯にわたって心身の健康を保持

増進することや，事件や事故，災害等から身を守り安全に行動すること。 
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 主な学習内容・目標 

時 主な学習内容 目標 

1 

 独自作成のスライ

ドを使用して、プラ

イベートゾーン、人

と人の距離の取り

方について指導。 

 

 他人のプライベートゾーンを見る・触る行動を

無くす。 

 自分の体を大切にすることを学ぶ。 

 使用した教材 

教材 使用上の留意点等 

独自に作成したスライド 

 視覚的に分かりやすい工夫の実施に留意。 

 絵本や書籍を参考文献として活用。授業に用いる

絵本は、指導案作成後に学年の学級担任と相談し

て取扱うテーマに応じて選択。 

 文部科学省の教材については、参考文献の一つと

して利用して、文言を参考。 

 

 

【スライドの一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだはどこもたいせつ！

とくべつにたいせつなところ

プライベートゾーン

あそんだり、べんきょうしたりするときに
ともだちやせんせいとの 「あいだ」
はどれくらいあけたらいいだろう？
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 取組展開例・指導上の留意点や工夫点 

【人と人の距離の取り方】 

時 授業の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① はじめのあいさつ 

② めあてを確認する 

 

③ 学習の流れを確認する。 

 

④ 距離感に関する○×クイズをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ロールプレイを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 本時の学習のまとめと次の学習

の予定を知る。 

 

 

 

 

⑦ おわりの挨拶をする。 

 日直に注目できるようにする。 

 めあて：「あいだ」のとりかたをし

ろう。 

 本時の学習内容を知り、見通しを

持つことができるようにする。 

 日常生活の中で、人とどのくらい

の距離をとればよいかを知る。 

 ○×クイズの×はなぜだめなのか

を問う。 

 「あいだ」を越えてしまうと、びっ

くりしたりいやな気持ちになった

りする人がいることを知る。 

 自分の体は大切だが、相手にとっ

ても自分の体は大切なため、良い

「あいだ」をとって生活していくこ

とが大切だということを知る。 

 日常生活で起こりうる場面設定

をし、自分事として捉えやすくす

る。 

 教員が良いお手本を見せること

で、演技しやすくする。 

 台詞を準備し、ホワイトボードに

提示する。 

 ロールプレイ終了後は、やり取り

を見ていた子供に良かった点を

フィードバックしてもらう。 

 みんなの体を大切にするために、

「あいだ」をとることが大事だと

いうことを確認する。 

 次の時間は、大事な体を守る方

法（プライベートゾーン等）につい

て学習することを伝える。 

 日直に注目できるようにする。 
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【プライベートゾーン】 

時 取組の展開 指導上の留意点や工夫点 

1 

① はじめのあいさつ 

② めあてを確認。 

③ 学習の流れを確認。 

 

④ プライベートゾーンとは何か

を思い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ○×クイズを通して、プライ

ベートゾーンについて知る。 

A) プライベートゾーンは人に

見せたり人のを見たりして

いいの？ 

 

 

B) どんなときなら見せたり触

らせたりしてもいいだろ

う？ 

 

 

 

C) いやな気持ちになったと

き、なんて言おう？ 

 

 

⑥ ロールプレイを行う。 

A) 人のプライベートゾーンは

見ないようにしよう。 

 

 

B) 話がある時にからだを触

るのではなくて、声をかけ

よう。 

⑦ 本時の学習のまとめをす

る。 

 

⑧ 養護教諭からのお話。 

⑨ おわりの挨拶をする。 

 日直に注目できるようにする。 

 めあて：「だいじなからだ」をまもるほうほうをしろう。 

 本時の学習内容を知り、見通しを持つことができるように

する。 

 男女が体操服を着たイラストを提示。 

→なぜ隠れているのかを問い、大切なところだからという

言葉を引き出したい。 

 体はどこも大切だが、体操服で隠れるところ＋口は特に大

切なところで、「プライベートゾーン」と言うことを思い出

せるようにする。 

 〇と✕でどこが違うのかを問い、〇の良いところを伝え

る。 

 人のプライベートゾーンは見たり触ったりしてはいけず、

見たり触ったりしていいのは自分の体だけであることを知

る。 

 「見せない」「触らせない」を強調しすぎず、見せたり触らせ

たりすることもあることを伝える。(病院での診察、着替え

やトイレの補助) 

 知らない人だけではなく、知っているであっても人にプラ

イベートゾーンを見られたり、触られたりして嫌になったと

きは「おすし」が大切だということを伝える。（「お」おおご

えをだす！「す」すぐににげる！「し」しらせる！） 

 

 日常生活で起こりうる場面設定をし、自分事として捉えや

すくする。 

 教員が良いお手本を見せることで、演技しやすくする。 

 台詞を準備し、ホワイトボードに提示。 

 ロールプレイ終了後は、やり取りを見ていた子供に良かっ

た点をフィードバックしてもらう。 

 

 ５つの大事と「おすし」を確認。 

 体は全て自分だけの大切なものであることを再度確認。 

 

 体の専門家として、紹介。 

 日直に注目できるようにする。 



72 
 

 

 取組の評価 

 生徒は文字を書くことが難しいため、アンケート等による効果を測ることは難し

い。そのため、授業中の生徒の感想や発言を学級担任が集め、それに基づいて効

果を検証。 

 効果については、授業において学習した「プライベートゾーン」や「大事なところ」と

いう言葉を日常生活の中で生徒が使っている場面に遭遇する機会が増え、手応え

を感じているといった学級担任からの声を聞いている。また、障害の程度が軽い

生徒についてであるが、着替えの際にドアを閉めずに着替えをする生徒がいた際

に、別の生徒がドアを閉めるように注意した場面もあった。 

 

 参考情報 

（取組における工夫） 

 どこまで生徒に伝えるべきかについては、指導者間で情報共有を確実に実施。 

 実態が様々なので、学年の授業担当の教員に対し、誰がどこで何に困っているの

かを事前に聞き取ったうえで実施。特別な事前レクチャーは実施していないが、普

段のやり取りの中で情報交換は十分できていると認識。 

 生命（いのち）の安全教育の授業をしている時だけでなく、日頃の授業を実施して

いる中でも、教員と生徒の適切な間の取り方等、指導を実施。 

 知的障害者を対象とした際、言葉だけでなく視覚情報を伴う方が理解しやすい生

徒もいる。その点に配慮した授業を実施。例えば、実物等の視覚的に伝えやすいも

のを教材に使用。 

 知識定着が困難な生徒が多い。そのため、他の教育活動と関連づけて、実践の直

前に必要な内容を教え、すぐに実践に生かせるような工夫を行っている。例えば、

小学部第 5 学年では宿泊学習、第 6 学年では修学旅行の際に学習する。また、夏

季であればプールに関連付けて学習する。これらは生活安全学習に位置付け。 
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A)  参考 URL 一覧 

内容 参考 URL 

「生命（いのち）の安

全教育」ホームページ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index2.html  

「生命（いの

ち）の安全

教育」教材 
指導の

手引き 

【Word】 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.me

xt.go.jp%2Fa_menu%2Fdanjo%2Fanzen%2Fassets%2Ffile%2F20231113-

ope_dev03-1.docx&wdOrigin=BROWSELINK 

【PDF】 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/assets/file/20231113-

ope_dev03-1.pdf 

幼児期 

【スライド】 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.me

xt.go.jp%2Fcontent%2F20210416-mxt_kyousei02-

000014005_23.pptx&wdOrigin=BROWSELINK 

【PDF】 

https://www.mext.go.jp/content/20210416-mxt_kyousei02-000014005_30.pdf 

小学校 

（低・中

学年） 

【スライド】 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.me

xt.go.jp%2Fcontent%2F20210416-mxt_kyousei02-

000014005_18.pptx&wdOrigin=BROWSELINK 

【PDF】 

https://www.mext.go.jp/content/20210416-mxt_kyousei02-000014005_31.pdf 

小学校 

（高学

年） 

【スライド】 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.me

xt.go.jp%2Fcontent%2F20210416-mxt_kyousei02-

000014005_19.pptx&wdOrigin=BROWSELINK 

【PDF】 

https://www.mext.go.jp/content/20210416-mxt_kyousei02-000014005_32.pdf 

中学校 

【スライド】 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fwww.me

xt.go.jp%2Fcontent%2F20210416-mxt_kyousei02-

000014005_20.pptx&wdOrigin=BROWSELINK 

【PDF】 

https://www.mext.go.jp/content/20210416-mxt_kyousei02-000014005_33.pdf 
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【幼児期】 

 江東区立みどり幼稚園 

 ひかりほいくえん 

 学校法人大日学園 

かたびら第二幼稚園 

 社会福祉法人あかつき会 

阿星あかつき保育園 

 社会福祉法人照治福祉会 

しまもと里山認定こども園 

 豊能町立吉川保育所 

 本城学園認定こども園 

本城東幼稚園 

 

【小学校】 

 白石市立深谷小学校 

 さいたま市立道祖土小学校 

 東京学芸大学附属大泉小学校 

 葉山町立上山口小学校 

 大阪市立加島小学校 

 和歌山市立山東小学校 

 神山町立神領小学校 

 神山町立広野小学校 

 

【中学校】 

 恵庭市立恵明中学校 

 上士幌町立上士幌中学校 

 千葉市立さつきが丘中学校 

 東京学芸大学附属竹早中学校 

 上野原市立秋山中学校 

 南伊勢町立南勢中学校 

 大阪市立菫中学校 

 

 

 

 

 

 

【高等学校】 

 北海道根室高等学校 

 学校法人野田鎌田学園 

あずさ第一高等学校 

 神奈川県立秦野高等学校 

 帝塚山学院泉ヶ丘中学校・高等学校 

 鹿児島県立種子島高等学校 

 

【特別支援学校】 

 秋田県立能代支援学校 

 神奈川県立金沢支援学校 

 川崎市立中央支援学校 

高等部分教室 

 山口県立下関総合支援学校 

 北九州市立八幡特別支援学校 

 北九州市立小倉総合特別支援学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協力校一覧  
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